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苦言の械が一段と鮮やかになりました。きれいにメ1I

b込まれた主主けがきや街路樹の離に接すると、心

なとむ気持になります。防災む立場から主げが

きづくりを奨励する都市が増えていますが、

これは快進な市民主主活への基本問題として

ヨ考えてみたいζ との一つです。，後ちに

認を、という課題に行政が耳xl'J緩んで久

しいわけですが、緑豊蓋い聾への復元には

多〈の努力と歳月が必要です。本市でも

dへのh9裂をいくつか打ち出し、実施にう

つしてき jたしたが、ζ れをさらに高めようと、

初年後の平揮を包槙においた込みel'Jの特来

像、をまとめましたe また、械の復元揮として、

今年度か岳やふるさとの諜づく D、をスタ~トさせ

ました。モ乙で今JIは、 ζ れらの内容についてふれて

みました。
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波帯 60，857被害普
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通
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緑
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っ
。
が
問

者
月
二
十
七
日
か
ら
一
一
一
日
間
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八
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公

明
開
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で
一
関
か
れ
た
。

日
日
午
前
九
時
、
金
扇
広
訪
れ
た
こ
千
人

濃
の
市
民
の
み
な
さ
ん
の
閉
で
、
市
長
が

街
「
口
献
を
大
切
に
膏
て
て
い
き
ま
し
ょ

守
う
い
と
開
会
宣
言
。
同
時
に
花
火
が
打

艶
ち
と
げ
尻
、
集
ま
っ
た
市
民
の
み
な

唱
さ
ん
に
筒
木
の
無
料
配
布
が
い
っ
せ
い

取
に
行
わ
れ
た
。
背
丈
ぐ
ら
い
あ
昌
黒
松

県
や
す
ん
ス
ベ
リ
J

を
も
ら
っ
た
八
は
ニ
コ

レ
い
ニ
コ
顔
で
、
大
事
そ
う
に
胸
に
か
か
え

た
帰
っ
て
い
〈
聾
が
h

印
象
的
だ
っ
た
。

明
会
場
内
は
、
埼
去
か
ら
棋
松
ま
せ
白

初
撞
木
業
者
百
二
十
位
が
所
狭
レ
と
、
控

倒
木
市
を
時
間
き
、
部
布
、
賞
、
紫
な
ど
の
花

J
J

が
咲
い
て
い
る
監
は
ま
さ
に
巡
回
。
買

闘
争
人
も
、
し
ば
し
手
と
れ
る
人
が
多
か

子
っ
た
。
ま
た
、
巣
翁
づ
く
り
や
緑
の
相

議
苓
に
も
大
勢
の
人
一
が
訪
れ
、
会
場
内

は
一
日
中
、
人
で
に
ぎ
わ
っ
十
、

一
ニ
臼
聞
の
人
出
は
一
一
十
二
万
人
。

あなたの声を市政に

市へご:意見、ご要望、苦情などがあ

ったらお気軽にお出かけを。

。 と き 6fl13s (金〉

く〉ところ
午前1O~12時

怒当広報課広聴鑓当 CTEL23-lllD 

交ごみはきめられた日にきめられ

た場所へ出しましょう。

会燃えるごみと、燃えないごみは

分けて出しましょう。

X特に"l"きカY"l"ピンは燃えないむみで
す。燃えるなみの中には、絶対入れな

いでください。



マ
ー
新
学
婦
が
始
ま
っ
た
。
子
供
た
ち
に
と
っ
て
は
、
新
レ
い
友
素
喜
音
量
級
な
ど
胸
お
ど
ゐ
時
期
だ
る
う
a

と
ζ

号
、
い
!
事
供
た
ち
は
ム

マ
望
号
え
!
と
ん
な
遊
び
を
し
し
、
ど
の
よ
う
蕊
莱
の
夢
を
描
い
て
日
常
生
活
童
話
っ
て
い
る
由
だ
る
よ
。
青
少
量
で
は
、
最
近
に
お
け
る
青
ム

マ
少
年
の
袋
行
白
書
と
も
い
う
べ
き
「
昭
和
五
十
四
年
度
の
青
少
年
相
談
室
の
活
動
醗
瓦
」
ず
通
訳
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
青
少
年
相
誠
と
愛
瓦
指
ム

マ
嘩
の
件
数
は
前
準
度
よ
り
紙
少
し
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
内
容
は
哩
質
化
、
集
団
化
、
低
年
齢
化
し
て
い
る
傾
向
に
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

ζ
れ

ム

マ
は
、
わ
た
し
た
ち
殺
の
一
人
一
人
が
子
供
た
ち
の
N
心
の
風
疑
H

在
的
確
に
つ
か
ん
で
い
る
i
lか
ど
w

っ
か
が
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て
い
る
。
ム

マ

モ

ζ
で
、
青
少
年
相
訣
撃
の
活
動
一
概
況
と
五
十
中
山
年
一
駒
山
肯
少
年
日
曹
を
み
な
が
ら
、
非
行
化
へ
進
む
ず
洪
た
ち
白
悩
み
を
き
そ
号
雪
。
ム

地

方

税

法

の

一

部

改

正

が

行

わ

れ

、

扶

譲

控

除

③

一

一

百

七

十

万

内

定

趨
7

え
る
金
額
百
「
前
年
中
の
所
得
が
二
十
二
万
円

部
改
正
さ
れ
た
。
改
正
③
二
十
一
一
一
万
円
と
な
っ
ゅ
ん
附
得
搾
除
分
の
九
、
②
五
五
回
む
十
庁
円
を
超
克
る
(
抽
出
貯
灯
盟
配
偶
者
+
扶
聾
親
族

は
、
刑
人
市
民
税
の
老
人
技
盤
控
時
師
、
特
別
陣
主
者
控
除
告
鋲
円
分
の
f
、
骨
九
百
五
十
万
円
二
以
下
の
合
額
」

る
が
、
六
月
に
通
知
④
新
し
く
一
設
け
ら
れ
た
所
得
控
除
苧
拍
r
え
る
金
額
百
勺
の
十
一
、
母
一

5

分
離
議
滋
子
所
得
に
か
か
る
謀

間
は
、

r
に
の
新
し
い
同
居
者
親
等
技
提
出
給
千
九
一
日
万
円
を
超
え
る
金
額
百
分
の
特
例
が
改
正
さ
れ
、
昭
柑
五
十
六

一
と
づ
い
て
諌
税
さ
れ

3

澗
人
の
所
出
掛
の
税
揮
が
次
の
よ
十
二
、
母
一
一
千
九
げ
万
円
を
趨
克
る
金
分
か
ら
過
刑
さ
れ
る
。

主
な
改
正
内
容
は
訳
う
に
な
っ
た
τ
額
円
分
の
イ
一
一
一
、
⑬
内
t

九
円
万
円
分
離
長
期
活
及
川
併
は
、
回
一
%

①
一
一
十
万
円
以
下
の
金
額
一
自
分
自
ニ
を
超
え
る
号
額
一
円
分
の
十
四
。
川
町
税
一
一
r
し
%
、
山
町
民
税
二
%
)

鶴居寺署言議録募集

中賞 金臼額 4，00C円

。勤務場所伝子息センターなど

。勤務自 市が指定した日に接縄会場

J 勤務する。月 5日間へ 10日問

。申し込み 5 }'j25日までに、百三掃資格を

有する万は、顔墜事を健鹿課へ。

。ところ 文化センター
民書館、博物館、青少年会館

。対象市内のIN学生、j;}J持主部巴

保育関沼

用意するものえのぐ、クレヨン、園板と

すわるためのピニ}ルのふろしきなど持っ

てくる。ただしl車用紙は、写生会の会場で

配布する。

担当社全教育諌TE L23'--1l1l内腕524

く〉とき 若月吉良 ~8a' 出発 6 f1午後日時
。帰着 8f日後8時予定

。ところ 慈賞議長室I!B-十八治めぐり

。コース 平壕パスー上一回一大沼入口

大沼地図ト八劫志賀山渋出ヒョクタン池

木戸池三三角池時の湯(治斗伝(11 上回平

塚

。護参加費 14，000円 C宿泊資、交通摂等〉

く〉響力自費格 市内在住、在葺目、在学者で(思議な人

く〉申し込み委参加費を添えて見 IJ台体育館内体育課へ

申し込みを。先着順43人。

問い合わせ悼膏諜 'l' E L 31--3060、3057



五
万
一
一
一
日
、
平
語
海
岸
や
湘
頃
閉
経
陣

公
慰
、
市
民
ス
ポ

l
y広
場
、
小
学
校

校
庭
な
E
に
、
ち
び
っ
子
た
ち
が
あ
っ

ま
っ
た
a

ζ

の
日
は
、
市
内
器
地
区
白
ネ
供
会

に
よ
る
ネ
品
同
大
会
が
い
っ
せ
い
に
行
わ

れ
た
も
の
で
、
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん

と
一
緒
L
タ
コ
幸
上
げ
た
り
、
ゲ
ー
ム

を
し
て
裂
し
い
一
百
世
遍
む
し
ち

手
ん
な
で
遊
ぷ
機
金
が
山
7
な
く
な
っ

て
い
る
現
代
っ
子
た
ち
は
、
こ
の
白
ば

か
h
uは
勉
強
を
怠
れ
、
遊
び
に
熱
中
し

て
い
た
。

お母さんの万が上手 タコ上げ大合

遊びのあいまにみんなでお丹治

だれに晶たるかなードッジポー)l-大金

41 

5月18日 (日〉雨天中止

。コース平車大船駅逗子駅1 長井z 芳器崎みの

わや長浜 矢作入ロニよ喜子駅一平壇叡〈徒揖約 6加〉

<>持静するもの弁当、水筒、はきなれた靴

交通費1.50C河を準備する

担当体育課TEL31-3060 

く〉集合場所平塚駅出札口付近 8&寺

みごとにきまった上手投げーすもう大会

設でも自由に利用できる。種目はパス

ケット、パレ一、パドミY トン、卓球。

パド主ントン、卓球のラケット、主ノJヤトノレ、

ポ」ノレは寄宿持参とする。

5月19尽(丹〉午後 1a寺'~8e寺
5月9El (月)グ

6 fJ23臼〔月〕グ

なお、運動くづ仁上ば吉コと運動のでき

る服装で事加ナるζ と。

事夢中でi盆いかけるハンカチ滋とし



合体重量学習シワーズニ主著書を作ろう

縄文中期、有子しつばっき土器を作る。

ー日時 6月10目、 17日、 18日

‘申し込み 5月31日までに、往復はがきで

博物燦へ。ただし、 3日間必ず控加できる

方。応募多数のときは抽せんで15人。

イヌ患を克る会 水墨余震を見ょう

夕方、百空に見える水援と金星を観事ずる0

・日時 6 月 3 日 α0 午接 6時~8時

申し込み 5月23臼までに往復はがきで博

物館へ。多数のときは拍せんでお人。

*穏楼のE悪臭の展示替え

ニ摺展示室主の相模の民具は、 4月から f相
模JI統墳の農掛文化J rgg苧彩開戸爾と稲作用

異 j をすブテーマtζ新たな展示をしている。

公騒然観察会初夏の密然を訪ねて

植物やカエノレ、ロ」ム閣などの観多実在するo

'日時 6月15日 (8)午前9時~午後3時
・場所土置琵琶周辺

ー申し込み 6月 5呂までに往復はがきで博

世議官へ。多い場合は抽せんで30.入。

立寄贈品コーナー

安シダ植物の世界-H甲山静蔵コレクジョンー

府!l1勝蔵氏収集の白ヌ友金隠シダ雄物のうち

3(点を鰻ぶしている。 5月30fヨまでa

安二見湾当j節作品展 6 月 1 日 ~7 汚30 臼

パステル蔚7点を展示する。

会博物館干254浅間町12--41電話33-5111

〈こ ど も の 本 〉

えほん

Lまくらのぴゅんびゅん

やすいすえζ

畠のみち ζ 自みち 森山京

佐渡牛 山由貿

でたらめ経 山間買

うばすてやま すぎやまけいいち

ねずみのマウスキンと轟のたんじよ

う臼 エドナ・ミラ日

おおきなおおきな 長野博一

おだんc: ζ ろころ 大!iI悦生

読物

たまたまタマオ 山中垣

ルパン危機一髪 南洋一部

ママあむことないしょにしてて

ノーマ・クライン

ヒトラ』ーにぬすまれたももいろうさ

ぎ ジュディス・カー

はらベζの歌 山本再現子

ぼくってわすれんぼう

A トムパート

プレぜY トはなに A トムパート

l岩 野'}く晃

うば車の宇品まあちゃん

問野かおる子

ぼくのおよめきん しろたのぼる

和学・工作その地

折紙教室 日本紙五研究会

工作教室 臼志議民主主研究会

商業へ百道 杉問国夫

アフDカの子 力マラライエ

ヘレン B ケラー 槙恭子

は Dえあそび 寺門保夫

かみであそぼう 神戸憲惜

メルヘンテップ』ケ 上野光夫

カラーアニメーショ;/ 1時間21分
会昨舘日毎運河曜日、月末祝日

合図書龍 平254浅間町12-41霊童話31-0415

カスウエア・ダンス教室

乙のダンスは包人の男女で四角そっくり、

動きを指訴する人〈コ~ラー〉に従っておと

るa

5月24日から 8A9日までの提示盟土曜日得

控 6時3出うから 8時 3出うまでロ

女54年度利用状況 青 年20.人対象。テキスト吋70C円必要。
昭 和54母度の図書貸し出し冊数は、情出宰

約237，000冊、己ども護約180，0∞冊、車問ピん l カ特技指導者研修会

連絡所約6，8日開号、合計約426，000冊となった。 一一一キャンブ技術を身につけよう一一一

とれは、前年度より約18，800冊増加してい 6月25日から 7月 9日までの毎弱水曜日。

て、市民 1人あたり 1時間に約12.02冊借りた 今接6時から9時まで。

ことになる ・ 7 月 58~7月 68ζ1 治〉

また、登録者数は約31.000人で、前年度よ ー対最高校生以上¢臨むのある方40.人 o

b約250人の増加となった。 ζれは、市民の約;大楽しく歌おう合唱教室

14.9骨 iJ'登輯しているζ とになる。 下手も音摘も島害時なし、大きな声でフえ」

大こども挟E盟会 1 クなどを歌い仲間を見づけよう。

。5月18日(包) 10時 14時 ・ 6 月 68~6 月27 臼まで白毎週金曜日、午

「ジムとポ~-のアドベンチャーj 後 6時30分から8時30:Sままで。青年35，入。
カフーアニメーショ;/ 43分 会休S官白部ol!!!月曙臼

。6月 88C臼〉 問時 14時 l 来催しものの申し込みは、電話またはお気軽

げL諸白狐と飛丸 Jこ来館を。常喜善32-7口29青少年金輯



5月 5臼土展公民館

6月 98 保健センタ}

8月12臼 横内団地主富島場

一一~保健所だより一一
@平壌保蝿所く電話32-0130)

母子瞳溝手曜をお持ちください。

予防接種の時間
13時から15時まで。民間の会場は

14時から15時まで。

繍第 1期日 3回受廿る

・対草食 2競(24か月〉から 4謂 (48
か月〉までの幼児。なお、接頼関隅

は 2回 3@1とも 3週間から8週間

盟 第 2期 "'1回受ける

・対韓第 1納の 3@1El，;'終わって

か ら 1年以上 1年 9';'月以内の期間

に受ける。なお、第 lW踏ま早めに受

けて、第 2Wlもなるべ<4緩までに

鰐了するようにしていただきたい。

5Jn1日市民I!ンター旭公民館

束中央農協土沢支所

22日大野公民館梢内Ell地集

会場京盟問公民館

23臼楳世Eセンター

3愚母愈期錦絵
瞳対象 l歳 6';'月者迎えた幼l~
醒受付時 間 午 桂 u時から 2時

闇会場保健I!ンター

闇持参するもの ほ子町躍手帳、軍

7品問貝、母子Ill'旗手間別11日
園呂理

5 JJ20日 53年11月16日-30日生

6 J13日 53年 12月 11ヨ-10日長
6月10日 53年 12月11日-20臼生

繭械翻鱗

i?iiiiiiMJtiiifii諸説明j信号弔問主昨日i
iiiji出韻:EIjzsEFt-255日目当日長室内333
f iiii閉山口iF11ifi昨jiiiHzimi

:j!!?1;;;!;;ijjiIjji;fjj!jiii;!iiTjildfj!lj 
1; 3i;;s iiiをす ii;1iiiiiiti訟を病 idnoi?さ

iijjj!持;jjf;itf;;芯:富士見町長;引ji!日時!!iiif!?jjR5
2j!??ii12531;J慧吉弘一…金 j ii t号すきi童話2212iB!22F
ほど μ!FLUzじ215語1FZニ二 : n;i i;51需ノ; hzi主iiii

よ託2じ;戸そ切平汚i軒?穴I'-'パ川2幻7一〉 ;立;三;2諒zヨr空T噌T官官z詑会記♂点芸引!詰民 j凡三喜勾で2当誌議i: モ主芝雪号摂撚空芝:色喫T惣誌崎

ffifjj;;1jj主主fttfj!?庁長i説明;
V す11;.s 母二日 、 に m ~ 6月 2日仁丹〉 老絃町、馬入本町自?を企 : 団組 ζ'+' ィn へ蹴

市南唯一一;訪日::;::::自悌!旦j'U'-'民
話;臨時七三 ;;i25iii枝葉町自胎 :i翼民;iiiiii
百円戸市17;手ii?忠明123-iT出品??:ーレ山と陛
栴由民;;;日 252γ2riH曜日iikZ諮問問謀議関与j
522そZj著書器? ;:;iぉzzzr話会会 議 hggiEH157:。いか確て、

蘇
し
ん
の

か
か
り
つ
け
の
開
業
医
で

L 66kg入 6291'J1 647向
上白 1k9 1 275P.J l' 275円
7001170. 1 269内部6円

帯力粉 1kol 171内 1741巧
1 ~月 1 257F'J 1 263r'l 
65m 4個入 184円 190円
間 10011 I 155円 148円
10個入 233円 229河
10m' I 4，587円一

18 ~配週 J， 425円

平埋強制医l1Ii油の協力により、幼児のむし噛

予紡無制相談者行う.と近所お誘い合わせの

うえお出'/)，げをe

く〉とき 5月7臼(土〉、 8El (釘〉

午 後2時~午揖4時まで

oとιろ梅曙デパート 6宿特設合場

。内容①幼児を対韓にしたむし鵠予防無

料掲載、②歯みがき丹E晴

家族そろって入りましょう

⑨小中学校等での加入i土中止

54年度から小中学校、幼稚菌、提宵部での

一指加入は行わない。家庭で加入しょ').

⑧料金iま ・おとな 1人年額 3∞ 円

・ζ ども〈中学生以下)1∞ 円

'老人 (70歳以上〉、身障者、糟

帯 者 200内

⑧申し込みは 掛金をそえて申し込めば

代湾人でもすぐに加入できる。市役所、市

内各農協、組符で受け付けている。

担当市交通安全課

43 

主事故tN志こう?からe"l言愛t子



ボ
ラ
ン
テ
4

市
民
か
ら
寄
せ
争
れ
た
中
古
衣
類

苦
情
℃
住
吉
る
作
紫
、
雑
巾
作
hν
、
老

人
ホ
i
ム
で
の
協
同
ボ
ラ

y
テ
ィ
ア

出
切
手
整
理
、
ど
れ
も
特
別
な
技
摘

を
品
震
と
し
な
い
。
月
に
一
日
程
度

あ
な
た
む
余
暇
在
、

ポ
ラ
Y
テ
ィ
ア
一
相
談
は
、
寝
泊
間
暗

殺
A
H
舘
モ
持
っ
て
い
る
。
篭
話
で
も

椙
叫
酬
を
受
げ
付
け
て
い
る
の
で
お
気

軽
に
ど
フ
ぞ
。
偶
語
岱
二
一
一
一
一
一
一
一
…
一

y
テ
ィ
ア
、
根
気
の
い
る
地
味
な
作

業
。
年
齢
、
性
扇
は
関
わ
な
い
。

門v
説
明
金
五
百
月
二
十
臼
(
火
〉
午

佳
一
時
3
一
一
一
時
一
一
一
十
分
。
福
祉
会
館

岡
山
野
館

@
問
い
合
わ
せ
福
祉
A
M
臨
竜
話
お

i
二
一
一
一
一
一
一
三
前
回
揖
民
ま
で

E

一

点

字

議

習

会

一

お
気
軽
に
む
嘗
加
を
。
五
月
二
十

七
日
か
ら
長
週
火
踊
呂
問
問
出
。
会
期

は
揮
役
会
開
研
悼
笠
。
市
記
府
民
を

忘
れ
ず
九
九
。

棋
山
ダ
ム
ゼ
は
、
本
年
も
梅
雨
や

台
嵐
な
占
に
よ
る
出
水
期
そ
迎
T

え
る

に
当
た
り
、
ダ
ム
直
流
に
よ
る
災
曹

を
朱
併
に
防
止
す
る
た
め
、
ダ
ム
放

流
韓
報
訓
眠
宅
hvフ。

ιの
訓
練
は
、
サ
r
A

レ
ン
の
吹
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嶋
争
レ
、
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ー
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送
、
稲
光

費
一
市
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回
転
灯
の
点
灯
、
開
報
哨

巡
山
政
送
に
よ
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τ行わ
れ
る
が
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当
日
は
実
際
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ム
」
か
ら
の
放

流
は
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わ
な
い
の
で
お
間
違
い
の
な

い
よ
互
に
。
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と
き
笈
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平
七
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火
〉
小
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決
行
、
午
前
九
時
一
一
平
丹
か
ら
午

佐
三
時
一
一
一
十
分
ま
で
。

を

字

へ

た
だ
い
ま
市
内
に
お
い
て
、
部
1
寸

字
社
員
閣
強
運
動
を
実
躍
し
て
い

る
。
赤
十
字
申
仏
罰
の
方
々
が
み
な

さ
ん
の
お
宅
を
訪
問
し
て
、
協
力
を

お
覇
い
し
て
い
る
の
で
、
色
協
力

を。

ζ
自
迎
酌
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的
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数

の
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ん
に
赤
十
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内
H

に
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だ
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昨
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た
め
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世
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仮
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申
哨
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変
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献
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事
業
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収
時
日
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古
ん
、

ζ
の
述
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鐙
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築
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築
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用
を
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付
け
る
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介
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を
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介
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史
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ま
た
は
間
震
し
よ
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と
す
る
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人
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。

②
県
内
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以
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所
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付
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司
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五
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。
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。
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燭
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。
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県動物関謹 loンターでは、捨て犬、捨て踏

による野犬、野猫の期加と、犬猫による危i告
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当日、犬を出される方は reIJかんJ r犬 の

続本 J r注射開票J r愛犬宇眼Jを持事白う

え金蝿へお出かけを。なお、収容車の停fs熔
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♂
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ゼ

平

上

村

主

の

も

が

限

切

色

付

(

戸

の

み

今

な

(

に

6
点

げ

に

D
サ

う

狭

ん

等

T
た

ら

。

塩

幻

ヨ

な

お

ま

一

間

見

付

十

小

川

人

嬰

情

。

闘

は

長

が

上

次

た

MM
ょ

が

白

に

が

り

か

る

平

ど

と

内

川

口
手
a

阿

見

口

見

、

棚

、

必

旅

た

佼

疫

凶

器

白

忠

島

市

~

た

口

ら

道

溺

備

煩

島

上

な

ひ

約

僻

司

払

脂

肪

附

朴

献

航

時

か

印

叫

官

叩

附

慨

州

M

1
仲
↑
J

l
叩

m
m
f
u
腕

仰

は

和

宮

六

た

の

同

日

の

休

本

れ

、

た

っ

し

附

-

思

え

が

古

も

D
宿

、

よ

立

白

後

モ

間

指

つ

つ

〉

o
c
-
-
か

が

め

よ

と

帯

汀

J

箆

致

、

に

あ

は

は

た

を

役

析

も

拐

の

あ

あ

だ

仲

た

、

送

濁

鐙

場

じ

に

つ

伊

榊

れ

も

毘

は

者

で

由

塩

い

主

謡

、

宿

に

に

ん

東

い

て

遊

間

同

が

宿

は

瀦

と

、

閉

さ

ど

沼

の

住

め

た

平

て

名

認

が

し

車

近

僻

呼

・

て

し

の

捌

ど

の

え

裁

ひ

で

'

ば

な

溺

い

移

た

い

上

つ

で

年

た

都

。

平

付

什

ハ

も

軒

つ

モ

ど

飛

な

ζ

麓

川

川

の

も

的

カ

議

問

山

広

も

る

て

e

入

自

、

い

と

た

口

京

と

西

成

な

椛

毘

に

徳

場

カ

仰

D

認

ー

が

に

せ

つ

る

に

独

し

て

村

つ

町

日

~

〉

工

5
臼

地

江

一

盟

工

本

な

一

フ

わ

谷

お

時

金

3

/

む

旭

立

一

間

援

金

、

ク

符

紅
月
刊
叫
治
第
〉
月

C
照

一

学

平

育

本

ズ

低

5
・
日
間
同
時

5
前

〈

化

洋

障

問

山

ン

車

問

/

的

川

区

中

(

/

停

蹄

た

評

極

控

7
1
庁
震

1
〉

開

地

ム

ブ

学

ス

お

し

綿

大

ブ

イ

日

~
ブ
法
滞
ゴ
ァ
大
川
ト
ま
、
〉
混
ラ
一
一
フ
、

慨

フ

直

吉

慌

イ

4
怖

い

本

明

演

ク

ζ

本一
H

1
r
主
上
積
ク
一
哨
開
m

m

ざ

印

、

ズ

し

mu
本

〉

む

冊

以

P

E
勝

〉

{

」

所

L
本

Y
で
4

J

M
出

ェ
役
〈
時
イ
号
地
金
、
つ
業
一
回
刊
印
オ

cン
市
一
間
エ

apmc
と
営
川
山
岳
イ

臼

オ

揮

タ

~

前

日

刊

叩

日

が

援

金

治

ラ

げ
ィ
平

Y
時

跡

~

高

問

り

平

血

自

ぎ

月

日

プ

セ

ぬ

時

月

島

〉

酌

区

さ

5
謹

時

民

〉

蹄

ぬ

時

6

カ

株

部

地

ら

平

口

市

月

l
〉

1

/

被

E
支

田

し

程

〈

~

域

f

~

金

~

〉

ご

カ

ト

金

日

前

時

半

日

時

亡

時

金

〈

屯

ツ

、

本

白
馬
閉
山
お
お
口
閉
山
治
校
}
京
ロ
本
鉛

巡
間
取
り
時
月
'
初
つ
日
高
一
点
イ
お

6

0
駐

G
お

5
歳
月
N
U

区

間

一

パ

場

部

り
と
向
丘
ず
る
の
は
無
理
号
あ
る

乙
と
か
磁
却
し
詐
レ

P

、

ま
た
、
お
母
さ
ん
は
問
分
の
性

格
か
ら
つ
い
、

A
相
仁
対
し
て
胆

と
り
な
ぞ
円
分
の
思
?
と
こ
会
を

抑
レ
つ
け
て
い
た
こ
と

ι気
づ
き

そ
の
棲
は
、
世
「
る
気
持
弘
之
抑
え
て

お
し
つ
け
で
な
く
A
若
の
気
持
を

哩
げ
入
れ
る
一
ょ
う
努
力
し
弄
し
た

そ
の
問
A
訂
は
前
概
お
と
の
あ

A
君
は
4
措
の
ひ
と
り
っ
子
。
モ
ぴ
〈
漉
齢
的
叫
法
)
ぞ
続
け
、
は

読
で
も
幼
稚
闘
で
も
、
毎
日
ち
よ
じ
め
は
「
0
0じ
て
も
い
い
?
」

っ
と
ん
だ
こ
と
者
泣
い
て
ば
か
り
と
い
ち
い
ち
聞
い
て
は
か
一
り
だ
っ

い
る
と
心
配
ず
み
お
母
さ
ん
に
速
す
の
で
一
す
が
、
次
組
に
目
白
に
溢

れ
宇
れ
主
宰

E
た

。

べ

る

よ

ち

に

な

q
家
や
劫
一
麓

お
母
さ
ん
は
モ
ん
な

A
君
を
し
で
も
ほ
と
ん
y
活
か
ず
、
お
母
さ

っ
か
D
喜
た
い
と
思
い
、
一
一
一
年
一
ん
に
甘
え
高
し
な
が
ら
も
長
し

探
背
の
劫
昨
閣
に
入
れ
、
き
ち
ん
〈
等
せ
み
よ
う
に
な
D
手
レ
た
。

と
ん
た
行
動
を
岳

F
Kた
吃
酷
そ
し
て
最
後
白
争
七
び
で
は
こ
つ

を
じ
つ
け
る
の
で
す
一
戸
一
一
警
の
砂
山
を
つ
く
り

t

が
ど

Z言
官

。

号

J
ι
¥
F
た
。
一
つ
は
大
き
い

E需
に

な

れ

ば

な

野

ウ

ヰ

言

え

Ehe

亀
持
っ
て
い
ら
い
一
二
か
ジ
持
モ
の
隣
に
す
添

2

E、
期
待
L
ζ

た
え

E
7
3
3
よ
小
さ
い
器
、
だ

な
い
A
君
に
感
閥
的
に
苦
ぺ
が
レ
ん
芝
大
き
な
る
ん

怒
っ
て
レ
手
、
ま
た

141一
二
通
だ
そ
主
で
て
お
そ
ら

A
自
か
泣
宗
門

Pよ
3rε
の
く
れ
シ
返
〈
A
苦
向
井
な
の
で
し
ょ
う
。
そ

し

で

、

主

~

。

し

ず

お

習

に

「

浮

お

く

な

る

お
町
古
ん
と
力
内
ン
セ
ラ
!
は
ん
だ
よ
」
と
昌
つ
ず
帰
っ
て
い
き

お
詰
を
進
め
て
い
〈
中
で
、
早
供
手
ぶ
九
。

白
遺
産
者
考
え
て
い
き
、

A
若
は

A
君
が
大
き
王
強
く
な
っ
て
し

A
ー
は
ま
だ
お
時
事
ん
に
甘
え
た
い
つ
か
め

J

す
ゐ
た
め
に
は
、
時
り
汗

時
別
で
あ
り
、
そ
の
甘
え
た
い
気
っ
て
甘
え
ら
れ
る
お
母
さ
ん
が
必

持
が
満
た
苦
れ
な
け
れ
ば
し
っ
か
嬰
だ
っ
十
の
で
し
ょ
う
。

みんなそろって楽しい1日を

く〉とき 6fl1513 9:30-14:30 

0ところ
〈雨の場合s日J台[本f'lft官〉

会たのしい瞳し政笛隊演罪、ノ《トY トアlJYグ

郷土太強打ちならし、~腕地おどり
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絡協議会、教育主主よ司会
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